
伊方原発をとめる会ニュース

第３回幹事会で以下の点を確認しました。
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伊方原発をとめる会の通信は、ホームページならびにメールでの発信が主となり

ます。一部にメールアドレスの判読不明等で送信できていない方がおられます。メー

ルが届かない場合は ikata-tomeru ＠ nifty.com までメールでお知らせください。

①第２次提訴について
追加原告を３月２１日必着で募集中です。３月 28 日に松山地裁へ第２次提訴を行いま

す。近隣県並びに全国からの原告とともに、なんと言っても四国の全市町村から原告をつ

くることは重要です。これをやりあげましょう。皆様のお知り合いや団体・サークルの構

成員などに働きかけてください。（裏面に３００名原告の市町村別集計を掲載）

②会員について
もっともっと会員が必要です。まず、１０００名、２００団体を早く突破しましょう。

加入を働きかけてください。（加入申し込み用紙を添付しています）

③３月１１日の学習会とデモにご参加を
「伊方原発をとめる会」主催で、学習会とデモを行います。ぜひご参加ください。（別紙

参照）

④大規模な署名の準備をすすめます
11 月の発足総会でも、広範な大署名のご意見が出ていました。検討を重ね、少なくと

も四国の人口の 1 割を越える４０万署名（近隣県を含めると５０万との声も）をめざし、

その趣旨・署名項目の素案づくり、各県の団体やグループとの協議を始めることになりま

した。提出先は愛媛県知事とする意見が多く出ています。

⑤自治体首長と議会に向けて
まず、愛媛県内の全自治体首長・議会に向けて、要請と請願・陳情に取り組むこととし

ました。２月～３月１０日の間です。各地域の原告の方々とも連携して取り組みます。



伊方原発運転差止訴訟（2011/12/08）原告の 　自治体別人数

徳島県 香川県 愛媛県 高知県 四国以外の諸都県
徳島市 7 高松市 7 松山市 109 高知市 30 福島県双葉郡浪江町 1
鳴門市 丸亀市 今治市 9 室戸市 福島県郡山市 1
小松島市 坂出市 宇和島市 6 安芸市 千葉県市原市 1
阿南市 1 善通寺市 八幡浜市 2 南国市 2 千葉県柏市 1
吉野川市 観音寺市 新居浜市 9 土佐市 3 東京都東村山市 1
阿波市 さぬき市 西条市 9 須崎市 2 東京都八王子市 1
美馬市 東かがわ市 大洲市 3 宿毛市 3 神奈川県横浜市 1
三好市 三豊市 伊予市 2 土佐清水市 神奈川県厚木市 1
勝浦郡勝浦町 小豆郡土庄町 四国中央市 7 四万十市 5 群馬県太田市 1
勝浦郡上勝町 小豆郡小豆島町 西予市 1 香南市 長野県松本市 2
名東郡佐那河内村 木田郡三木町 東温市 5 香美市 兵庫県西宮市 1
名西郡石井町 香川郡直島町 越智郡上島町 安芸郡東洋町 兵庫県尼崎市 1
名西郡神山町 綾歌郡宇多津町 上浮穴郡久万高原町 安芸郡奈半利町 兵庫県神戸市 1
那賀郡那賀町 綾歌郡綾川町 1 伊予郡松前町 5 安芸郡田野町 広島県安芸高田市 2
海部郡牟岐町 仲多度郡琴平町 伊予郡砥部町 1 安芸郡安田町 広島県三原市 1
海部郡美波町 仲多度郡多度津町 喜多郡内子町 1 安芸郡北川村 広島県廿日市 2
海部郡海陽町 仲多度郡まんのう町 西宇和郡伊方町 安芸郡馬路村 山口県宇部市 2
板野郡松茂町 北宇和郡松野町 2 安芸郡芸西村 山口県熊毛郡上関町 1
板野郡北島町 1 北宇和郡鬼北町 4 長岡郡本山町 山口県熊毛郡田布施町 1
板野郡藍住町 1 南宇和郡愛南町 1 長岡郡大豊町 山口県防府市 1
板野郡板野町 1 土佐郡土佐町 1 島根県江津市 1
板野郡上板町 土佐郡大川村 大分県宇佐市 1
美馬郡つるぎ町 吾川郡いの町 4 大分県臼杵市 2
三好郡東みよし町 吾川郡仁淀川町 大分県杵築 1

高岡郡中土佐町 大分県国東市 1
高岡郡佐川町 3 大分県佐伯市 1
高岡郡越知町 大分県中津市 3
高岡郡檮原町 2 大分県別府市 1
高岡郡日高村 大分県豊後大野市 1
高岡郡津野町 2 大分県由布市 1
高岡郡四万十町 大分県大分市 8
幡多郡大月町 鹿児島県日置氏 1
幡多郡三原村
幡多郡黒潮町 2

24 17 20 34
徳島県人数 11 香川県人数 8 愛媛県人数 176 高知県人数 59 四国以外の人数 46

総数 300



３月１１日 （日）　午後 1: ３０～４: ００

元原子力安全基盤機構検査員　藤原節男 さん

「震源が近い地震！制御棒は間に合うか！」

〒７９０ー０００３　　愛媛県松山市三番町５－２－３　ハヤシビル３F
　　　　　　電話０８９－９４８－９９９０　　FAX ０８９－９４８－９９９１

　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.ikata-tomeru.jp
主催：伊方原発をとめる会　

【会場】　松山市男女共同参画推進センター　コムズ　５階大会議室

講演

藤原節男さんの講演②伊方と同じ加圧水型に詳しく , 検査側も経験した

連絡先

資料代５００円

①福島をくりかえすな！原発被害者･避難者の声を聞こう！

報告 「原発事故に遭い避難生活を余儀なくされて」（仮題）

伊方原発をとめる３･１１学習会

          元中学校教師　  長沼一司 さん  

　福島から来ていただくのは、

元中学校教師の長沼一司さん。

原発から 6キロの浪江町に住

んでいました。現在は、栃木県

鹿沼市で避難生活をしていま

す。突然に、暮らしの根本が、

人生が変えられてしまった現

地の人々の思いを伝えていた

だきます。

　藤原さんは、阪大工学部原

子力工学科を卒業後、三菱原

子力工業（のちに三菱重工と

合併）に入社。日本原子力研究所を経て、原子力安全基盤機

構検査員となる。そこで、泊原発3号機使用前検査「記録改

ざん命令」を公益通報したため、解雇され、現在裁判中。伊

方と同じ加圧水型原子炉の技術に詳しく、今回は制御棒問題

などに焦点をあてて語っていただきます。



４時１０分ころ～　反原発ソング「ずっとウソだった」など

４: ３０　坊ちゃん広場に集合 ・訴えなど

５: ００ころ　出発　→銀天街　→大街道北口まで

５: ４０ころ　解散

みんなで声をあげよう！
　　訴えて歩こう！

伊方原発をとめる３･１１デモ

　　　作詞作曲 ： 斉藤和義

　　　「ずっとウソだった」

この国を歩けば原発が 54 基

教科書も CM も言ってたよ安全です

俺たちを騙して言い訳は 「想定外」

懐かしいあの空くすぐったい黒い雨

ずっとウソだったんだぜ やっぱバレてしまったな

ずっとウソだったんだぜ  原子力は安全です

　　　　　　　　　　　　　　 ・ ・ ・ ・ （以下略） ・ ・

斎藤和義の「ずっと好きだった」

という曲を、当人が替え歌にし

て歌っています。本質をつく歌詞

です。集会が始まる前、４時１０

分ころから地元の青年にギターで

歌ってもらいます。
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連絡先

３月１１日 （日）　午後４: ３０～５: ４０

集合場所　坊ちゃん広場　（松山市駅前）

「絶対に原発事故を繰り返してほしくない」 というのは市民の誰も

が願うことです。 しかし、 内閣府の有識者会議による南海トラフ

の 「想定震源域」 は、 伊方の直近にまで広がりました。 さらに、

伊方沖約６キロの中央構造線活断層帯の脅威は甚大です。 海

底にはっきりと、 長大なくぼみの走っていることが分かっていま

す。 確実に原発震災を避ける道は、 伊方原発をとめるほかあり

ません！　再稼働ノーの声をあげましょう！

一旦事故が起これば

取り返しがつきません。

（共同代表挨拶、団体・サークルからのアピール、集会決議、等）

（各自でプラカード、コスチューム などご用意ください）




